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令和6年3月１日 

報 告  大 雄 子 ど も フ ェ ス テ ィ バ ル 

大雄地区交流センターだより「まなびの広場」              －1－              

 1月 27日、大雄地域内外から約 300人にご来場いただき、2024大雄子どもフェスティバルを

開催しました。会場の大雄地区交流センターではオープニングイベントの「たいゆう保育園年長児に

よる太鼓披露」と「みんなでダンス」を皮切りに、ニュースポーツやバルーンアート体験、昔遊び、

工作などを楽しみました。今年は積雪の少なさから実施が危ぶまれた屋外ブースでしたが、スノーモ

ービルや坂滑り、消防車・パトカー乗車体験を無事に楽しんでいただきました。また、今年度から餅

まきや露天商など飲食に関する楽しみも復活し、子どもフェスティバルに華を添えてくれました。 

 来場者からはオープニングの太鼓披露に「感動した」と喜ぶ声が聞こえたり、餅まきや宝探しに大

興奮する子どもたちの姿が見られたりと、大盛況のうちに終えることができました。 

工作づくり 

雪中宝探し 

 

スノーモービル体験 

たいゆう保育園年長児による太鼓披露とあーまんと一緒にみんなでダンス バルーンアート体験 

母親クラブはんどはんどに 

よる工作コーナー 

餅まきにみんな夢中 雪中宝探し 

子どもたちが目を輝かせて喜んだ消防車とパトカー乗車体験♪ 



 
 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

大雄図書室休室日 

3／２（土）、3（日）、9（土）、10（日）、16（土）、17（日）、20（火）、23（土）、24（日）、30（土）、31（日） 

 大雄地区交流センターだより「まなびの広場」                －２－              

※「まなびの広場」は横手市HPで「大雄地区交流センターだより」かページ番号「1002739」で検索して見ることができます。 

 

 

報 告  ア フ タ ヌ ー ン ティ ー 講 座 
 

報 告  地 域 歴 史 講 話 
 

報 告  大雄地域スマイルボウリング交流大会 
 

 2月 17日、講師にテーブルコーディネート講師の小倉郁子氏をお迎えし、アフタヌーンティ

ー講座を開催しました。今回は親子参加を含めた 16人が参加し、今の時期にぴったりの本格的

なロイヤルミルクティーの作り方を教わりました。参加者たちは小倉先生の楽しいお話とおいし

い紅茶に心も体もぽかぽかと温まり、会場は優しく優雅な雰囲気に包まれていました。 

心と体がほかほかにあたたかくなたようでした。 

2月 3日、13チーム 69人が参加し、大雄地域スマイルボウリング交流大会を開催しました。 

今年度初めて参加する方や、毎年参加して意気込んで来てくださる方々など、様々な方が参加する

中で、ストライクを取る場面も多く見られ、白熱した素晴らしい大会になりました。 

 また来年度も、皆さまのご参加を楽しみにお待ちしております。 

 

●成績● 

優勝  新町チーム 

準優勝 天寿チーム 

第３位 耳取チーム 

ゲートをくぐらせるのも集中力！ 優勝は新町チーム！おめでとうございます 

2月 15日、講師に大雄文化財保護協会会長の小林一敏氏を迎え、地域歴史講話～北方領土は

還るか・古文書に親しむ～を開催しました。地域内外から 40 人が来場され、私達日本人にと

っても関心が深い題材をテーマに深堀していただき、改めて考えさせられる機会を与えてくだ

さいました。また、普段滅多に触れることのできない「古文書」の解読など、大変勉強になっ

た講話となりました。 

講師の小林一敏氏 

古文書の解読に参加者は熱心

に耳をかたむけていました 北方領土問題への理解を深めました 

講師の小倉郁子氏 
皆さん、紅茶の歴史やおいしい淹れ

方について興味津々です 

貴重な『オールドノリタケ』の食器 

を拝見し、その歴史に触れました 

 


